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初
期
の
産
業
組
合

系
統
化
方
針
に
つ
い
て

千

葉

修

｢

は

じ

め

に

戦
前
の
農
村
経
済
'
特
に
昭
和
期
の
農
業
金
融
'
農
産
物

･
農
業
資
材

流
通
に
お
い
て
'
産
業
組
合
系
統
組
織
の
果
た
し
た
役
割
が
非
常
に
大
き

(I
)

か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
｡
拙

稿

で

も
概
観
し
た
よ
う
に
'
産

業
組
合
研
究
は
多
彩
な
視
角
と
詳
細
な
実
証
分
析
に
よ
っ
て
そ
の
蓄
積
を

進
め
て
い
る
｡
筆
者
も
ま
た
'
戦
後
農
協
の
前
史
'
あ
る
い
は
そ
の
比
較

対
象
と
し
て
産
業
組
合
に
関
心
を
持
つ
も
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'

一
口
に
産
業
組
合
史
と
い
っ
て
も
'
実
は
単
位
組
合

･
地

(2
)

方
連
合
会
･

全
国
連
合
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
'
設
立

･
発

(3
)

展
あ
る
い
は
消
滅
と
い
っ
た
過
程
が
'
相
当
の
地
域

差

を

伴
い
な
が
ら
進

《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

ん
で
い
く
の
で
あ
っ
て
'
と
り
わ
け
明
治
･
大
正
期
で
は
そ
の
様
相
は
複

雑
で
あ
る
｡

こ
の
産
業
組
合
が
系
統
組
織
と
し
て
発
展
し
て
い
く
過
程
'
い
わ
ば
立

体
構
造
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
の
研
究
は
'
意
外
に
手
薄
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
｡
産
業
組
合
の
歴
史
を
最
も
網
羅
的
に
扱
っ
た

『
産
業
組
合

発
達
史

(金
玉
巻
)
』
(産
業
組
合
史
刊
行
会
'

1
九
六
五
-
六
六
年
)
に

お
い
て
も
'
叙
述
は
分
散
的
で
あ
り
'
十
分
整
理
さ
れ
て
は
い
な
い
.
産

(4
)

(5
)

組
中
央
機

関

や

連
合

会

(

特
に
組
合
製
糸
)
の
分
析
も
い
く
つ
か
見
ら
れ

る
が
'
特
定
の
事
業

･
地
方
に
偏
り
が
ち
で
あ
り
'
産
組
系
統
組
織
全
般

と
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
｡

戦
後
の
農
協
系
統
三
段
階
制
の
問
題
解
明
の
た
め
に
'
歴
史
的
顕
点
を

(6
)

考
察
す
る
と
い
う
諸
研
究

の
場
合
も
'
産
組
系
統
化
の
実
情
に
つ
い
て
は

掘
り
下
げ
ら
れ
る
べ
き
余
地
を
か
な
り
残
し
て
い
る
o
小
塙
が
取
り
上
げ

る
'
連
合
会
制
度
の
成
立
過
程
も
そ
の
1
つ
で
あ
る
.
明
治
後
期
に
お
け

る
産
組
指
導
組
織
と
事
業
連
合
組
織
の
絡
み
合
い
'
四
二
年
の
産
組
法
改

正
に
よ
る
そ
の
分
化
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
た
研
究
は
少
な

い
と

考
え
ら
れ
る
｡
日
本
の
初
期
の
協
同
組
合
政
策
の
1
コ
マ
を
'
主
に
政
府

側

･
｢産
組
陣
営
｣
指
導
層
側
の
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
と
思

う
の
で
あ
る
｡

注
(
-

)

拙
稿

｢集
村
産
業
組
合
史
研
究

の
動
向
｣
(『
集
業
稔
合
研

究

』
第
三
三
巻
第
四
号
'

一
九
七
九
年

一
〇
月
)
｡

五

三



《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

(
2

)

産
業
組
合
連
合
会
を
戦
後

の
各
協
同
組
合
連
合
会
と
区
別
し

て
'
厳
密
に
前
者
を

｢
聯
合
金
｣
と
表
記
す
べ
き
で
あ
ろ
-
が
'

小
稿
で
は
混
同
の
お
そ
れ
は
な
い
と
考
え
'
そ
の
ま
ま

｢
連
｣

を
用
い
た
O

(

3
)

個
別
産
組
の
事
例
分
析
も
盛
ん
で
あ
る
が
'
そ

れ

を

全

国

約

･
一
般
的
動
向
の
中
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
'
地
域
的
特

殊
性
の
把
藻
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
-
ま
で
も
な
い
｡
こ
の

点
に
つ
い
て
は
'
田
畑
保

｢
北
海
道
に
お
け
る
産
業
組
合
の
展

開
過
程
に
関
す
る
メ
三

(
農
業
総
合
研
究
所
北

海

道

支

所

『
研
究
季
報
』
第
五
三
号
二

九
七
三
年
七
月
)
'
二
-

1
0
頁
'

洩
井
良
夫

･
伊
藤
正
直

｢
金
融
市
場
の
構
造
と
信
用

組
合

｣
(全

国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
絹

『
協
同
組
合
奨
励
研
究
報
告
』
第

三
韓
､

1
九
七
八
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
O

(
4

)

戦
後

の
業
親
を
管
見
の
範
囲
で
掲
げ
る
と
'
農
林
中
央
金
庫

『
長
林
中
央
金
庫
史
』

第

1
･
11巻

(
1
九
五
六
年
)
'

岡
田

和
書

｢
産
業
組
合
中
央
金
庫
設
立
の
意
義
｣
(
『
金
融
経
済
』
第

五
二
号
､

一
九
五
八
年

l
〇
月
)
'

山
室
得
弘

｢
農
協
の
性
格

と
機
能
-

産
業
組
合
中

央
金
庫
の
設
立
を
め
ぐ

っ
て
1

｣

(『
協
同
組
合
経
営
研
究
月
報
』
第
九

1
号
二

九
六

1
年

四
月
)
～

穴
見
博

｢
旧
全
購
連
の
経
済
的

･
社
会
的
機
能
｣
(『
農
業
総
合

研
究
』
第

1
三
巻
第

7
号
､

一
九
五
九
年

1
月
)
な
ど
が
あ
る
o

(
5
)

蚕
糸
業
史
研
究
で
産
組
連
合
会
を
と
り
あ
げ
た
の
は
'
大
槻

正
芳

｢
組
合
製
糸
龍
水
杜
の
調
査
｣
(『
鼻
業
給
合
研
究
』
第

1

(
6

)

五
四

〇
巻
第

1
号
t

T
九
五
六
年

1
月
)
､

永
原
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

｢
近

代
輿
糸
菜
に
お
け
る
組
合
製
糸
の
位
置
と
性
格
1

群
居
県
碓

氷
杜
を
中
心
に
-

｣
(
一
橋
大
学
学
生
研
究

誌
『
ヘ
ル
メ
ス
』

第

二
〇
号
､
7
九
六
九
年

7
月
)
'
同

｢
産
業
組

合

の
薬

糸

経

営
-

組
合
穀
糸
下
仁
田
杜
の
分
析
-

｣
(
『
同
上
誌
』
第
二

1
･
二
二
合
併
号
､
1
九
七

1
年
二

月
)'江
波
戸
昭

｢
組
合
製

糸
地
域
-

碓
氷
杜
を
中
心
に
-

｣
(
同

『
蚕
糸
業
地
域

の
経

済
地
理
学
的
研
究
』
'
古
今
書
院

二
九
六
九
年
四
月
'
所
載
)
I

組
合
架
糸
研
究
会
締
着

『
協
同
の
硬
派
を
拓
く
-

長
野
県
の

組
合
製
糸
-

』
(楽
滞
書
房
'

1
九
七
九
年

1
1
月
)
'
大
島

栄
子

｢
龍
水
杜
の
信
用

･
販
売
事
業
の
特
質
｣

(
全
国
桑
葉
協

同
組
合
中
央
会
締

『
協
同
組
合
奨
励
研
究
報
告
』
第
六
輯
'

1

九
八
〇
年
八
月
)
'

同

二

九
二
〇
年
代
に
お
け
る
組
合
製
糸

の
有

終
糸
生
産
｣
(『
歴
史
学
研
究

』
第
四
八
六
号
'

一
九
八
〇

年

二

月
)
な
ど
で
あ
る
が
'
い
ず
れ
も
産
組
系
統
休
制
全

体

と
の
関
連
が
薄

い
｡

こ
の
外
の
連
合
会
分
析
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
｡
大
高

全
洋

『
酪
連
史
の
研

究
』
(
日
本
経
済
評
論
社
'

一
九
七
九
年

五
月
)
が
目
に
つ
-
程
度
で
あ
る
｡

玉
城
昌
幸

｢
三
段
階
制
｣
(
同

『
長
協
五
つ
の
問
題
』
'
家
の

光

協
会
'

一
九
六
七
年
'

所
載
)
'

生
田
靖

｢
農
協
購
買
事
業

と
系
統
三
段
階
制
｣
(
同

『
日
本
農
業
と
協
同
組
合
』
'
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
'

一
九
六
八
年
､
所
載
)
'
岡
野
昇

一
｢
わ
が
国
農
協



の
発
展
と
い
わ
ゆ
る
系
統
三
段
階
制
問
題
に
つ
い
て
｣
(岡
安

昇

一
･
井
上
周
八

『
協
同
組
合
論
･
批
判
と
考
察
』
'
文
其
堂
'

一
九
七
六
年
'
所
載
)
な
ど
が
あ
る
｡

二
.
産
業
組
合
頼
導
組
織
の
成
立

(-
)

明
治
三
三
年

(
一
九
〇

〇

)

三
月
に
公
布
さ
れ
た
産
業
組
合
法
は
全
九

草
九
〇
条
よ
り
な
る
も

の
で
あ
っ
た
C
産
業
組
合
は
四
種
類
の
事
業
を
行

な
う

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
'
信
用
事
業
の
み
は
'
他
の
販
売

･
購
買

･

生
産

(後
に
利
用
と
改
称
さ
れ
る
)
事
業
と
異
な
る
特
殊
規
定
を
与
え
ら

れ
た
｡
第

一
に
は
信
用
組
合
が
他
事
業
を
兼
営
で
き
な
い
こ
と

(
同
法
第

1
粂
)
'
第
二
に
は
そ
の
区
域
を
原
則
と
し
て
市
町
村
以
内
に
限
ら
れ
た

(2
)

こ
と

(第
九
条
)

で
あ
る
｡

日
本
に
お
け
る
協
同
組
合
の
法
制
化
が
'
明
治
二
四
年
に

｢信
用
組
合

法
案
｣
と
し
て
最
初
に
試
み
ら
れ
た

(審
議
未
了
)
こ
と
'
ま
た
同
三
〇

年
の
第

一
次
産
業
組
合
法
案
に
お
い
て
信
用
事
業
の
取
り
扱
い
が
重
要
な

論
点
と
な
っ
た

(審
議
未
了
)
こ
と
は
'
す
で
に
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ

(3
)

て
い

る

｡

こ
の
後
の
産
業
組
合
の
発
達
が
信
用
事
業
中
心
で
あ
っ
た
こ
と

も
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
'
こ
こ
で
は
当
初
の
産
組
法
に
お
い
て
'
信

用
組
合
と
他
の
組
合
と
が
二
本
立
て
に
分
け
ら
れ
､
後
者
の
区
域
が
規
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
を
確
認
し
て
お
く
に
と
ど
め
よ
う
.

さ
て
'
産
粗
法
に
は
組
合
相
互
の
関
係
を
規
定
す
る
条
項
が
な
い
｡
こ

《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

の
時
法
制
局
長
官
で
あ
っ
た
平
田
束
助
が
後
年
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
'

産
業
組
合
の
中
央

･
地
方
組
織
体
制
に
つ
い
て
の
腹
案
が
当
時
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
'
基
盤
と
な
る
産
業
組
合
の
設
立
数
が
非
常
に
少
な
い
と
予

(4
)

想
さ
れ
た
た
め
'
法
案
か
ら
削
除
さ
れ
た
と

い

う
｡

ち
な
み
に
平
田
は
､

こ
れ
よ
り
九
年
前
に
信
用
組
合
法
案
を
議
会
に
上
程
す
る
に
当
た
り
'

『信
用
組
合
論
』
(杉
山
孝
平
と
共
著
'
楽
章
堂
'
明
治
二
四
年
)
を
著
わ

し
て
い
る
｡
そ
の
第
九
章

｢組
合
中
央
部
及
び
中
央
銀
行
｣
に
お
い
て
'

ド
イ
ツ
の
全
国
中
央
同
盟

･
地
方
連
合
部
と
'
同
じ
ド
イ
ツ
お
よ
び
ロ
シ

ア
の
組
合
中
央
銀
行
に
つ
い
て
紹
介
し
'
日
本
で
も
組
合
数
が
増
加
す
れ

ば
同
様
の
積
関
が
必
要
に
な
る
と
予
想
し
て
い
る
.
た
だ
し
'
組
合
中
央

銀
行
は
あ
く
ま
で
将
来
の
問
題
で
あ
り
'
｢組
合
の
業
務
未
だ
盛
大
な
る

▼
†

を
見
ざ
る
に
先
ち
て
特
に

1
銀
行
を
設
く
る
が
如
き
は
大
早
計
｣
で
あ
る

(5
)

と
断
じ

た

｡

(
6

)

(
7

)

産
業
組
合
の
普
及
は
'
官
庁

･
農
会
の
講
習

会

や

出

版

活

動
に
委
ね
ら

れ
た
が
､
産
組
法
制
定
か
ら
五
年
を
経
た
明
治
三
八
年
末
で
組
合
数

一
六

七
一
'
組
合
員
数

三

万

七
千
余
人
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
｡
組
合
数
を

全
国
市
町
村
数

1
万
三
千
余
と
比
較
し

(
後
者
を

一
〇
〇
と
し
て
1
二
･

四
)
'

一
組
合
当
た
-
組
合
員
数
約
八
〇
名
と
い
う
数
値
を
見
れ
ば
'
農

商
務
省
技
師

･
有
働
良
夫
が
前
年
述
べ
た
次
の
よ
う
な
意
見
も
理
解
し
え

よ
う
｡

†
†

｢余
輩
思
ふ
に
今
日
の
要
務
は
'
組
合
当
事
者
及
関
係
者
特
志
家
等
の

五
五



《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

団
体
を
起
し
'
中
央
に
本
部
'
地
方
に
支
部
を
置
く
底
の
機
関
と
な
し
相

当
の
方
法
に
依
て
'
組
合
実
地
運
用
上
に
智
能
の
不
足
不
備
な
か
ら
し
む

る
と
共
に
､
組
合
の
新
設
立
を
勧
め
'
謹
ん
で
は
組
合
業
務
の
実
際
連
絡

を
図
る
等
'
か
ゆ
き
処
に
手
の
届
く
働
き
を
な
し
'
官
庁
の
督
励
と
相
侯

て
進
む
計
画
を
立
つ
る
に
あ
り
と
'
而
し
て
余
輩
は
此
事
が
遠
か
ら
ず
事

実
と
な
り
て
現
は
る
べ
き
こ
と
を
予
期
せ
ん
と
欲
す
'
な
ん
と
な
れ
ば
是

(8
)

時
勢
の
要
求
な
れ
ば
な
り
｡
｣

(9
)

明
治
三
八
年
三
月
'
平
田
東
助

(

貴
族
院
勅
濯
議
員
)
ら
官
僚
が
主
導

し
て
結
成
し
た
大
日
本
産
業
組
合
中
央
会
は
'
｢産
業
組
合
の
発
達
及
普

及
を
図
る
｣
こ
と
を
専
務
と
す
る
初
め
て
の
組
織
で
あ
っ
た
｡
同
会
は
全

国
に
会
員
を
募
集
す
る
と
と
も
に
'
各
府
県
ご
と
に
支
会
の
設
置
を
推
奨

(10
)

へ‖
)

し

た

｡

同
年
八
月

｢静
岡
県
産
業
組
合
連
合
会
｣
が
設
立
さ
れ
て
い
る

が

'

こ
れ
は
最
初
の
支
会
で
あ
っ
た
｡
同
四
二
年
の
産
組
法
改
正
ま
で
､
指
導

機
関
と
事
業
連
合
会
と
の
区
別
は
判
然
と
せ
ず
'
支
会
(も
し
く
は
部
会
)

が

｢連
合
会
｣
を
名
乗
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
｡
会
員

･
支
会
の
状
況
は
第

(12
)

-
表
の
通
り
で
あ
る
が
､
四
〇
年
頃
よ
り
郡
部
会
の
設
置
も
推
進
さ

れ

'

中
央
会
～

府
県
支
会
-

那
部
会
と
い
う
指
導
体
制
が
形
成
さ
れ
て
い

く
の
で
あ
る
｡

中
央
会
は
機
関
諌

『
産
業
組
合
』
(月
刊
)
を
創
刊

(
三
八
年

二

月
)

す
る
ほ
か
'
毎
年
全
国
産
業
組
合
役
員
協
議
会

(
同
年
五
月
に
第

一
回
)

(_3
)

を
開
催
し
た
｡
こ
の
協
議
会
は
明
治
四
二
年
の
第
五

回

か

ら
全
国
産
業
組

第 1表 産業組合の各組織数 ･構成点数の変遷

注.有働良夫 ｢回顧二十年｣(『産業組合』第 174号, 大正 9年 4月)8亘の付表

より抽 出した.-は不明な もの.



合
大
会
と
改
称
さ
れ
る
｡
こ
う
し
た
会
合
や

『
産
業
組
合
』
譲
を
通
し
て
'

知
識
の
普
及

･
指
導
方
針

(政
府
お
よ
び
中
央
会
の
)
の
伝
達
が
図
ら
れ

る
｡
だ
が
'
そ
れ
は
反
面
で
産
組
が
設
立
さ
れ
'
事
業
を
実
行
す
る
現
場

の
側
か
ら
の
反
応
を
伝
え
て
'
指
導
方
針

･
産
組
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
も
な

っ
た
の
で
あ
る
O

注
(
-
)

年
号
は
戦
後

の
出
版
物
等
に
つ
い
て
は
西
暦
'
戦
前
の
事
物

に
関
し
て
は
元
号
で
表
記
し
た
が
'
併
記
す
る
場
合
も
あ
る
｡

(
2

)

条
文
は

｢
信
用
組
合
ノ
区
域

ハ
市
町
村
ノ
区
域
以
内

二
於
テ

之
ヲ
定
メ
定
款
中

二
記
載
ス
ヘ
シ
但
シ
特
別

ノ
事
由
7
ル
ト
キ

ハ
地
方
長
官
ノ
認
可
ヲ
得
テ

此
ノ
区
域

二
依
ラ
サ

ル

コ
ト

ヲ

得
｣
で
あ
る
｡
大
正
六
年
の
産
業
組
合
法
第
三
次

改

正

で

は

｢
信
用
組
合
ノ
区
域

ハ
特
別
ノ
事
由
7
ル
場
合
ヲ
除

ク
ノ
外
市

町
村
ノ
区
域
内

二
於
テ
之
ヲ
定
ム
へ
シ
｣
と
'
よ
り
強
-
規
定

さ
れ
た

(
『
法
令
全
書
』
'

以
下
同
様
)
｡

な
お
引
用
に
際
し
て

旧
漢
字
を
新
湊
字
に
改
め
た
が
'
以
下
支
障
の
な
い
限
り
同
様

に
す
る
｡

(
3

)

渋
谷
隆

l
｢
産
業

(
借
用
)
組
合
法
の
制
定
過
程
｣
(
同

『
明

治

期
日
本
特
殊
金
融
立
法
史
』
へ

早
稲
田
大
学
出
版
部
､

7
九

七
七
年
'
所
載
)
を
参
照
｡

(
4

)

明
治
四

一
年
の
全
国
産
業
組
合
役
員
協
議
会
で
'
大
日
本
産

業

組
合
中
央
会
会
頭
の
平
田
東
助
は
中
央
会

･
連
合
会
問
題
に

つ
い
て
以
下
の
よ
-
に
発
言
し
て
い
る
(
な
お
四
で
関
説
す
る
)
0

《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

(

5

)

(
6

)

｢
過

る
三
十
三
年
に
於
て
関
係
法
案

(
産
組
法

-

引
用
者
)

が
議
会
に
捷
出
に
な
る
と
云
ふ
際
私
は
丁
度
法
制

局
長
官
と
し

て
其

の
協
議
に
参
与
し
た
の
で
す
共
時
既
に
連
合
会
を
中
央
に

置
き

地
方
及
郡
に
部
会
を
置
-
と
云
ふ
案
が
立
て
ゝ
あ
っ
た
の

で
す

処
が
其
頃
産
業
上
の
組
合
の
教
は
三
石
乃
至
四

首
位
な
至

っ
て
少
数
で
あ
っ
て
未
だ
地
盤
の
出
来
て
居
な
い
処
に
頭
の
方

の
会
を
作
る
と
云
ふ
の
は
面
白
く
あ
る
ま
い
か
ら
暫
く
見
合
せ

た
か
よ
か
ら
-
之
に
付
て
私
は
明
治
二
十
四
年
か
ら
種
々
考

へ

て
居

た
の
で
先
地
方
に
組
合
が
出
来
た
上
で
中
央
に
其
の
顕
と

な
る
会
を
設
け
た
方
が
至
当
で
あ
ろ
-
と
思
っ
て
実
は
削
除
し

た
の
で
す
-
-
｣
(｢
協
議
会
議
事
録
(
二
)
｣
'
『
産
業
組
合
』
第

三

1
号
'
明
治
四

l
年
五
月
'
九
〇
責
)
O

平

田

･
杉
山

『
信
用
組
合
論
』
､

l
二

六

-
九
京
｡
『
協
同
組

合

の
名
著

･
第

一
巻

･
平
田
乗
助
他
』
(
家

の
光
協
会
､
一
九
七

〇
年
)
'
八
三
-
四
頁
.

地
力
官
庁
主

催
の
産
業
組
合
講
習
会
は
'
明
治
三
四
年
七
月

の

岩
手
県
の
会
が
最
初
で
あ

っ
た
(
有
働
良
夫

｢
回
蔽
二
十
年
｣
'

『
産
業
組
合
』
第

一
七
四
号
'
大
正
九
年
四
月
､
七
頁
参
照
)
｡

鼻
商
務
省
主
催
の
第

】
回
講
習
会
は
明
治
三
七
年
七
月
に
開
か

れ
(
第

二
回
は
同
四
〇
年
五
月
)
'
ま
た
各
県
集
会
で
も
同
三
七

-
九
年
頃
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
が
多
い

(
産
業
組
合
中
央

会
『
日
本
産
業
組
合
教
育
史
』
'
昭
和

1
五
年
'
1
N
-
二
二
頁

参
照
｡

ま
た
舌
桑
実
編

『
産
業
組
合
総
索
引
』
'

日

本
経
済
評

五
七



《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

論
杜
'

一
九
七
九
年
t
の

｢
解
題
｣
も
参
照
せ
よ
)
0

(
7

)

法
制
定
か
ら
数
年
の
間
に
'
官
僚
に
よ
る
産
組
解
説
書
が
相

次

い
で
公
刊
さ
れ
た
｡
平
田
京
助

『
産
業
組
合
法
要
義
』

(
元

某
社
'

明
治
三
三
年
)
'

月
田
藤
三
郎

『
産
業
組
合
法
提
要
』

(
瞥
眠
杜
'
同
三
五
年
)
'
柳
田
国
男

『
最
新
産
業
組
合
通
解
』

(
大
日
本
実
業
学
会
､
同
三
五
年
)
'
有
働
良
夫

『
日
本
産
業
組

合
詳
説
』
(
大
日
本
島
会
'

同
三
六
年
)
な
ど
で
あ
る
｡

平
田

以
外
は
典
商
務
省
官
吏

(
柳
田
は
三
五
年
法
制
局
に
転
出
)
で

あ
り
'
三
名
と
も
三
八
-
九
年
に
後
述
の
中
央
会
講
師
を
委
嘱

さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
全
国
兵
事
会
は
機
関
誌

『
中
央
農
事
報
』

(
明
治
三
三

年
四
月
創
刊
)
に
産
組
関
連
記
事
を
し
ば
し
は
掲
載
し
て
い
た

が
'
第
四
六
号

(
同
三
七
年

1
月
)
よ
り

｢
組
合
｣
欄
を
新
設

す
る
に
至

っ
た
o

(
8

)

有
働
良
夫

｢
時
事
教
則
｣
(
『
中
央
農
事
報
』
第
五
七
号
'
明

治

三
七
年

一
二
月
)
'
三
九
頁
o
た

だ

し
'
原
文
中
の
傍
点
は

省
略
し
た
｡

(
9

)

『
日
本
近
現
代
史
辞
典
』
(
東
洋
経
済
新
報
社
二

九
七
八
年
)

に
よ
り
'
平
田
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
こ
-
｡
法
制
局
部
長
時

代
'
貴
族
院
勅
選
議
員
と
な
り

(
明
治
二
三
年
九
月
｡
後
大
正

1
1
年
九
月
に
内
大
臣
就
任
と
共
に
辞
任
)
'
法
制
局
長
官
(
明

治
11H

年

二

月
-
同
三
三
年

7
0
月
)
を
経
て
農
商
務
大
臣

在
任

(
同
三
四
年

六
月
-
二
二
六
年

七
月
)
中
に
男
爵

(
同
三
五

五
八

年

二
月
)
と
な

っ
た
O
明
治
三
八
年
三
月
か
ら
大
正

二

年

一

〇
月

に
わ
た

っ
て

(
大
日
本
)
産
業
組
合
中
央
会
会
頭
を
務
め

た
｡

(
10
)

『
産
業
組
合
』
第

一
号

(
明
治
三
八
年

二

月
)
に
は
'
有

働
良

美

｢
支
会
の
事
業
｣
'

中
央
会
記
事

｢
模
範
支
会
会
則
｣

が
拓

哉
さ
れ
た
｡

(
‖
)

｢
静
岡
県
産
業
組
合
連
合
会
の
組
織
｣
(『
同
上
誌
』
第
二
号
'

同
年

一
二
月
)
､
二
大
-
九
頁
参
照
｡

(
12
)

第

三
回
産
業
組
合
役

員
協
議
会
で
の
中
央
会
提
出
協
議
案
の

第

7
は
'
｢
支
会
に
郡
又
は
便
宜
の
地
区
に
依
り
部
会

を
設

る

の
可
否
若
し
可
な
り
と
せ
は
其
の
組
織
及
経
営
の
方
法
如
何
｣

で
あ

っ
た

(
｢
議
事
録
｣
『
同
上
誌
』
第

1
八
号
'
同
四
〇
年
四

月
'

]二
二
頁
参
照
)
O

(
13
)

各

年

の

『
産
業
組
合
』
の
特
集
記
事
に
よ
れ
は
'
明
治
三
九

年
に

は
全
国
産
業
組
合
役
員
協
着
金
と
文
金
役
員
協
議
会
の
二

本
立

て
に
な
り
'
四

一
年
に
は
両
者
を
全
国
産
業
組
合
大
会
と

ひ
と
-
-
り
に
L
t
四
二
年
に
な
る
と
大
会
と
支
全
役
員
協
議

会
を
区
別
し
て
い
る
｡

三

'
産
業
組
合
連
合
会
法
制
化
の
要
望

大
日
本
産
業

組
合
中
央
会
の
副
会
頭
と
な

っ
た
加
納
久
宜

(
子
爵

･
貴

族
院
議
員

･
全

国
農
事
会
幹
事
長
)
は
'
東
京
府
荏
原
郡
入
新
井
村
信
用

組
合
長
理
事
で
あ
り
'
先
年
､
組
合
間
の
連
絡
の
必
要

を
説

き
'
｢
連
合



P

e
E

会
｣
と
称
す
る
大
会
の
開
催
を
捷
唱
し
て
い

た
｡

中
央
会
が
発
足
し
て
二
カ
月
後
'
東
京
に
お
い
て
〓
ハ
府
県

(
三
二
組

合
'
二
集
会
)
よ
り
四
二
名
が
参
加
し
て
.
全
国
産
業
組
合
役
員
協
議
会

が
開
か
れ
た

(
明
治
三
八
年
五
月
)
｡
当
会
議
で
は
三
八
項
目
に
の
ぼ
る

問
題
が
論
議
さ
れ
'
信
用
組
合
の
兼
営
法
認
な
ど
の
政
府
請
願
を
決
議
し

た
｡
連
合
組
織
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
｡

六
'
各
市
郡
下
及
各
府
県
に
産
業
組
合
連
合
会
を
設
け
中
央
会
と
連
絡

を
通
す
る
こ
と
に
付
各
府
県
当
局
官
庁
及
農
会
等
之
を
奨
励
せ
ら
る

1
様
請
願
の
可
否

七
､
左
記
の
要
旨
に
よ
り
産
業
組
合
連
合
会
を
設
く
る
こ
と
に
産
業
組

合
法
を
改
正
せ
ら
れ
た
き
こ
と

(
イ
)

組
織
方
法
'
同
種
又
は
各
種
の
組
合
か
十
組
合
以
上
の
協
同
に

依
り
農
商
務
大
臣
の
認
可
を
経
て
設
立
す

(
ロ
)

加
入
'
強
制
せ
ず

(
ハ
)

事
業

(
-
)

営
利
事
業
を
為
す
こ
と
を
得
る
こ
と

(
2

)

組
合
相
互
の
連
絡
を
通
し
業
務
執
行
上
の
利
便
を
図
る
こ
と

(ニ
)

資
格
'
法
人
と
す

(
ホ
)

機
関

(
-
)

総
会
は
各
組
合
よ
り
選
出
し
た
る
代
表
者
を
以
て
組
織
す

(
2

)

役
員
は
理
事
'
監
事
を
置
く
'
理
事
'
監
事
は
組
合
員
中
よ

《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

り
総
会
に
於
て
選
挙
す

(
へ
)

資
金
及
経
費

営
利
を
為
す
場
合
の
資
金
払
込
額
は
各
組
合
の

払
込
済
出
姿
額
を
標
準
と
し
営
利
事
業
を
為
さ
ゝ
る
場
合
の
経
費
は

毎
年
度
収
支
予
算
の
定
む
る
所
に
依
る

(ト
)

権
利
､
財
産
に
対
す
る
権
利
は
営
利
事
業
を
な
す
組
合
は
最
近

経
費
負
担

の
額
に
応
し
総
会
に
於
け
る
議
決
権
は
平
等
と
す

(2
)

(決
議
)

以
上
二
項
共
請
願
又
は
照
会
す
る
こ
と
に
決

す

同
じ

｢連
合
会
｣
と
い
っ
て
も
'
第
六
項
は
中
央
会
の
支
会

･
部
会
を

指
し
'
第
七
項
は
そ
れ
と
事
業
連
合
会

(｢営
利
事
業
を
為
す
｣)
と
の
複

合
体
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

(a
)

こ
の
請
願
の
結
果
は
'
翌
三
九
年
五
月
の
第
二
回
協
議
会

で

報
告
さ
れ

た
｡
第
六
項
に

つ
い
て
は

｢其
筋
に
請
願
し
当
局
に
於
て
も
奨
励
の
結
果

漸
次
各
地
方
に
連
合
会
組
織
せ
ら
れ
む
と
す
る
の
気
運
に
向
ひ
っ
ゝ
あ
る

も
の
ゝ
如
し
｣
､

第
七

(法
改
正
)
は

｢其
筋
に
建
議
し
た
る
も
兼
だ
其

(4
)

目
的
を
達
す
る
に
至
ら

ず

｣

と
｡

す
な
わ
ち
､

こ
の
年
の
四
月
'
産
業
組
合
法
が
制
定
後
六
年
目
に
し
て
'

最
初
の
改
正
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
'
信
用
組
合
の
他
事
業
兼
営
が
認
め

ら
れ
た
の
に
対

し
て
'
連
合
組
織
に
つ
い
て
は
全
く
規
定
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
｡
た
だ
､
や
や
目
を
ひ
く
の
は
'
当
改
正
で
組
合
員
総
会
に
代

(5
)

わ
る
総
代
会
制
度
を
新
設

し

た

の

で
あ
る
が
'
そ
の
便
益
に
つ
い
て
の
政

府
説
明
に
お
い
て
t
の
ち
に
広
域
産
組
連
合
会
と
な
る
群
馬
県
の
製
糸
組

五
九



《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

｢6
)

織

･
南
三
社

(碓
氷
杜

･
甘
楽
社

･
下
仁
田
社
)
が
関
説
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
｡
実
際
に
商
三
社
が
産
組
に
組
織
変
更
し
た
の
は
'
連
合
会
が
法

認
さ
れ
た
後
で
あ
っ
た
｡

三
九
年
に
産
組
関
係
者
で
論
議
を
呼
ん
だ
の
は
中
央
金
融
機
関
の
問
題

で
あ
っ
た
｡
ま
ず
産
組
役
員
協
議
会
で
加
納
久
宜
が
そ
の
演

説

の
中

で

｢産
業
組
合
中
央
銀
行
｣
の
必
要
を
説
い
た
の
に
対
し
'
千

野
要
之
助

(東
京
府
荏
原
郡
玉
川
村
信
用
組
合
理
事
)
･
有
働
良
夫

(農
商
務
省
技

節
)
･
西
垣
恒
矩

(中
央
会
書
記
長
)
ら
が

次々
に
賛
成
意
見
を
述

べ
'

結
局
以
下
の
よ
う
な
決
議
文
を
採
択
す
る
に
至

っ
た
｡
｢
産
業
組
合
中
央

金
庫
の
設
立
其
の
他
組
合
の
需
要
に
応
す
る
共
同
機
関
を
設
立
す
る
を
必

3Eiこ

要
と
L
t
漸
次
其
の
方
針
に
向
て
進
行
せ
ん
こ
と
を
期
す
｣
と
｡
こ
の
間

題
に
関
し

て
は
'
『産
業
組
合
』
で
菊
池
郡
蔵
ら
が
'
ま
た

『
中
央
農
事

(8
)

(9
)

報
』
で
は
柳
田
国

男

ら

が
論
陣
を
張
っ
て
い

る

｡

(
lc,
)

こ
の
決
議
を
受
け
て
'
中
央
会
は
全
国
の
産
組
に
意
見
を
求
め

る

一

方
t

へ目
し

中
央
金
庫
設
立
の
具
体
案
を
練
り
始
め

た

o

L
か
L
t
こ
の

｢産
業
組
合

(12
)

中
央
金
庫
目
録
見
書
｣
は
結
局
机
上
の
案
を
出
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る

｡

産
業
組
合
は
明
治
末
期
に
そ
の
数
こ
そ
増
す
も
の
の
'
組
合
員
数

(組
織

率
)
も
事
業
規
模
も
ま
だ
小
さ
か
っ
た
し
'
中
央
金
融
機
関
の
出
資
金
の

(E
)

調
達
も
見
通
し
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ

る

｡

行
政
側
の
産
組
系
統
化
の

施
策
も
'
後
年
の
議
会
審
議
に
明
ら
か
な
よ
う
に
'
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば

か
り
で
あ
っ
た
｡

六
〇

全
国
産
組
役
員
協
議
会
で
は
毎
年
の
よ
う
に
'
連
合
会

(地
方
お
よ
び

全
国
規
模
)
問
題
が
討
議
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
'
こ
こ
で
少
し
目
を

転
じ
て
'
地
方
官
庁
か
ら
の
発
言
も
見
て
お
こ
う
O
道
府
県
の
産
業
組
合

主
任
官
が
一
堂
に
会
す
る

｢
産
業
組
合
主
任
官
会
議
｣
の
第

1
回
は
明
治

(14
)

四
〇
年
五
月
に
開
か
れ

た

｡

農
商
務
省
よ
り
の
諮
問
事
項
の
内
'
｢産
業

組
合
に
関
す
る
法
規
及
事
務
取
扱
に
付
不
便
を
感
ず
る
事
項
如
何
｣
に
た

い
し
て
の
'
京
摂
区

(京
都

･
大
阪

･
奈
良

･
兵
庫

･
滋
賀
)
と
東
北
区

(東
北
大
腸
お
よ
び
北
海
道
)
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
答
申
に
は
､
組
合
間
資
金

(15
)

融
通
に
関
す
る
法
規

の
欠
如
'
が

1
項
目
挙
げ
ら
れ

た

o

ま
た
'
地
方
庁

提
出
の
協
議
案

(
二
五
件
)
に
も
同
じ
指
摘
と
'
連
合
組
織
の
法
制
化
論

(16
)

が
含
ま
れ
て
い

た

｡

こ
の
よ
う
に
'
従
来
の
指
導

･
普
及
に
お
け
る
中
央

会

･
支
全
組
織
に
あ
き
た
ら
ず
'
事
業
面

(特
に
信
用
)
で
各
組
合
を
連

結
す
る
組
織
体
制
を
要
望
す
る
声
が
各
地
か
ら
中
央
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
｡

注
(
-

)

加
納
久
宜

｢信
用
組
合
に
就
て
｣
(『
中
央
農
事
報
』
第
四
六

号

'
明
治
三
七
年

一
月
)
'

二
五
頁
'
同

｢
産
業
組
合
役
員
諸

君
の
会

同
を
促
す
｣
(『
同
上
誌
』
第
六
一
号
'
同
三
八
年
四

月
)
､

一
夏
参
照
｡

(
2

)

｢
産
業
組
合
役
員
協
議
会
概
況
｣
(『
同
上
義
』
第
六
三
号
'

同

三
八
年
六
月
)
'

二
7
頁
O
同
じ
記
事
が

『
産
業
組
合
』
第

二
号
(
同
年

二

月
)
'
三
五
百
に
梅
載
さ
れ
た
O



(
3

)

出
席
者
は
単
位
組
合

･
支
全
役
員

1
〇
七
人

(
二
三
府
県
)
.

府
県
庁

･
郡
役
所
の
産
組
担
当
者
二
七
人
(
二

一
府
県
)
で
'

両
者
を
合
わ
せ
る
と

1
三
四
人
で
三
三
府
県
を
カ
.ハ
-
す
る
O

目
立
つ
の
は
前
者
の
不
参
加
県
が
西
日
本

(
四
国

･
九
州
)
に

偏

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

(
『
同
上
諌
』
第
七
号
'

同
三
九
年

五
月
.

四
-
七
頁
参
照
)
｡

ち
な
み
に
四
〇
年
は
合
計
二
六
四

人

(
二
七

府
県
)
'

四

1
年
は

T
四
〇
人

(二
四
府
県
)
で
あ

っ
た
が
'
全
国
産
業
組
合
大
会
と
改

称
さ
れ
た
四
二
年
に
は
三

四
六
人

(
四
〇
府
県
)
に
拡
大
し
て
い
る
｡

(
4

)

｢
加
納
子
爵

の
報
告

産
業
組
合
第

7
回
役
員
協
議
会
始
末
｣

(

『
同
上
誌
』
第

七
号
)
'

三

貴
｡

(
5

)

組
合
員
数
が

一
定
規
模
を
越
え
る
組
合
に
対
し
て
､
総
会
に

代

わ
る
絶
代
会
を
認

め

た

(
改
正
法
第
三
八
条

ノ
二
)
.
産
業

組
合
法
施
行
規
則
が
定
め
る
そ

の
規
模
は

一
五
〇
〇
人
で
あ

っ

た
が
'
そ
の
後

一
〇
〇
〇
人

(
連
合
会
な
ら
は

一
〇
〇
組
合

'

明
治
四
二
年
)
'
五

〇
〇
人

(
大
正
六
年
)
と
引
き

下
げ
ら
れ
て

い
っ
た
rJ

(
占
)

轟
商
務
省
農
務
局
長
酒
勾
常
明
の
法
案
説
明

(
明
治
三
九
年

三
月
五
日
)
の

7
部
を
掲
げ
る
.

(
前
略
)

給
金

ハ
尤

モ
必
要
デ
ア
リ

マ
ス
ガ
'
然
ル
所
今
日

三
丁
此
ノ
絶

会
ヲ
閑
ク
上
玉
7
ノ
ハ
余
程
困
難
デ
7
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
'

1

例
ヲ
挙
ゲ
テ
申

シ
マ
ス
ル
J･
群
馬
県

三
ニ
ッ
碓
氷
'
下
仁
田
'

《
ノ
ー
ー
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

甘
楽
卜
云
フ
ノ
ガ
ア
ド
マ
ス
････

(
中
略
)

然
ル
ニ
此
ノ
法
律
J
保
護

ヲ
得
ル
コ
ト
ガ
出
来
ナ
イ
'
ソ
レ
デ

何
力
給
金

二
代
ル
ベ
キ
機
関
ガ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ガ
就
中
碓
氷

杜
ノ
如
キ

ハ
三
県

二
五
ツ
テ
数
十
旦
ノ
間

二
組
合
員
ガ
ア
ツ
テ

其
ノ
数
ガ

一
万
六
千
人
モ
ア
ル
ノ
デ
給
金
ヲ
開
ク
コ
ト

ハ
出
来

ナ
イ
土
石
フ
有
様
デ
ア
リ

マ
ス
'

ソ
レ
デ
綴
代
会
ヲ
設
ケ
ル
方

ガ
宜
シ
カ
ラ
ウ
ト
息

ヒ
マ
ス
-
-

(後
略
)

『
第
二
十
二
回
帝
国
議
会
衆
議
院

産
業
組
合
法
中
改
正
法
律

案
委
員
会
会
義
録

(
筆
記
)
』
第

二
回
'

三
頁
｡

こ
こ
で
も
引

用
に
際
し
.
旧
漢
字
を
新
漢
字
に
改
め
た

(
以
下
同
様
)
.

な
お
'
国
会
図
書
館
所
蔵
の
同
瞳
資
料
の
収
集
に
当
た
り
'

渋
谷
隆

一
駒
沢
大
学
教
授
の
衡
教
示
を
得
た
｡

(

7

)

｢
加
納
子
爵
演
説
の
大
要
｣
(『
産
業
組
合
』
第
七
号
)
'

一
三

-

四
責
参
照
｡
な
お
'
同
協
議
会

の
議
題
に

｢
組
合
相
互
の
事

業
の
連
絡
を
計
る
の
手
段
｣
が
あ
り
'
新
潟
県
産
業
組
合
役
員

協
義
金
よ
り
の
捷
言

｢
各
種
組
合
と
借
用
組
合
と
の
間
､
殊
に

借
用
組
合
相
互
間
金
融
上
の
連
絡
を
通
じ
'
預
り
金
若
し
-
は

貸
借
関
係
を
な
し
得
ら
る
1
様
'
組
合
法
中
之
に
関
す
る
相
当

の
競
走
を
設
け
ら
れ
た
き

こ

と
｣
に
対
し
'
｢
本
案
は
法
規
の

改
正
を
要
す
る
を
以
て
中
央
会
に
於
て
考
慮
の
上
'
便
宜
の
車

計
あ
る
事
に

一
任
す
｣
と
議
決
さ
れ

て

い
る

(
『
同
上
誌
』
同

六
1



《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

号
'

一
六
'
二
二
頁
参
照
)
0

(
8

)

こ
の
時
法
制
局
参
事
官
で
あ

っ
た
柳
田
は
'
｢
産
業
組
合
資

金

融
通
所
の
寄
｣
(『
中
央
農
事
報
』
第
七
六

･
七
七

･
七
八

･

八

一
･
八
二
号
､
同
三
九
年
七

･
八

･
九

･
一
二
月
､
四
〇
年

1
月
.

藤
井
隆
至
桐

『
柳
田
国
男

農
政
論
集
』
'

法
政

大
学

出
版
局
'

一
九
七
五
年
'
所
載
)
と
い
-
か
な
り
長
い
論
考
を

発
表
し
て
､
産
業
組
合
中
央
銀
行
設
立
は
時
期
尚
早
で
あ
り
'

地
方
の
自
主
的
な
産
組
連
合
化
が
第

1
で
あ
る
と
主
張
し
た
O

こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
藤
井
隆
至

｢
柳
田
農
政
学
に
お
け
る

産
業
組
合
の
位
置
｣
(『
思
想
』
第
六
二
三
号
'

一
九
七
六
年
五

月
)
'
六
三
頁
'
岩
本
由
輝

｢
柳
田
国
男
の
産
業
組
合
論
｣
(
同

『
柳
田
国
男
の
農
政
学
』
'
御
茶
の
水
書
房
'

一
九
七
六
年
'
所

載
)
'

二
二
六
-
四
〇
頁
を
参
照
せ
よ
っ

(
9

)

『
産
業
組
合

』
で
は
菊
池
郡
蔵

｢
産
業
組
合
中
央
金
庫
の
設

立
｣
(
第
四
号
'
明
治
三
九
年
二
月
)
へ
有
働
良
夫

｢
独
乙
に
於

け
る
産
業
組
合
中
央
金
庫
｣
(第
八
号
'
同
年
六
月
)
'
西
垣
憧

矩

｢
独
乙
農
業
組
合
中
央
銀
行
定
款
｣
(第
九
号
'
同
年
七
月
)
'

倉
上
真
琴

(
三
重
県
支
会
)
｢
産
業
組
合
中
央
金
庫
設
立

に
就

て
｣
(
第

二

号
､
同
年
九
月
)
な
ど
が
あ
る
｡

『
中
央
兵
事
報
』
を
見
る
と
'
前
出
の
柳
田
の
論
考
の
外
に
'

西
垣
僅
短
が
前
掲
稿
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
を

｢
産
業
組
合
中
央
機

関
｣
(
第
七
七
号
'
同
年
八
月
)
と
し
て
発
表
し
て
お
り
'
ま

た
伊
藤
清
蔵

(
盛
岡
高
等
長
林
学
校
教
授
)
が

｢
我
国
産
業
組

六

二

合
の
発
達
に
就
て
所
感
を
述
ぷ

(
下
)
｣
(
第
七
九
号
'
同
年

一

〇
月
)

で
こ
の
間
題
に
ふ
れ
て
い
る
.

(
10

)

『
産
業
組
合
』
第
七

･
八
号

(
同
年
五

･
六
月
)
の

｢
会
告
｣

棚
に

｢
今
回
協
議
会
に
於
て
産
業
組
合
中
央

金
庫

並

に
販
売

†
†

講
買
媒
介
中
央
機
関
設
立

の
議
成
立
し
た
る
次
第
な
る
か
此

横
関

に
就
て
僅
々
御
意
見
有
之
事
と
被
寮
侯
に
付
御
腹
蔵
な
-

御
高
見
御
投
稿
相
成
度
希
望
任
侠
｣
と
の
文

が
掲
げ
ら
れ
た

(
い
ず

れ
も
三
二
頁
)
｡
こ
れ
に
対
す
る
愛
知
県
小
川
信
用
組
合

(
碧
海
郡
楼
井
村
)
の
意
見
が
第
九
号

(
七
月
)
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
｡
そ
れ
は
'
自
組
合
に
生
じ
や
す
い
余
裕
資
金
を
'
長

銀
株
購

入

･
銀
行

へ
の
低
利
預
け
入
れ
な
ど
に
摂
り
向
け
ず
'

資
金
不
足
の
他
組
合
へ
融
通
し
た
い
'
そ
の
た
め
に
も
中
央
金

融
機
関

の
至
急
の
設
置
を
望
む
と
い
-
も
の
で
あ

っ
た

(
三
二

京
)
0

(
‖
)

明
治

四
〇
年
四
月
の
第
三
回
全
国
役
員
協
議
会
で
は

｢
昨
年

大
会
協
我
事
項
ノ
始
末
報
告
｣
が
な
さ
れ

た
が
'
｢
中
央
金
庫

及
組
合

の
需
要
に
応
ず
る
共
同
機
関
設
立
の
こ
と
｣
に
つ
い
て

は
'
｢
昨
年

の
決
議
に
基
き
之
が
設
置
の
方
針
に
向
て
.q
行

し

攻
究

を
怠
ら
ず
､
幾
多
の
材
料
は
会
報
に
も
登
載
せ
り
'
尤
も

未
だ
成
案
を
公
に
す
る
運
に
至
ら
ざ
る
に
依
り
本
大
会
に
も
之

に
関
す

る
軽
案
を
為
せ
り
｣
と
い
-
も

の
で
あ

っ
た

(
『
同
上

誌
』
祭

1
八
号
'
同
四
〇
年
四
月
､

1
1
頁
)
o
｢
之
に
関
す
る

捷
案
｣
に
つ
い
て
は
四

で
述
べ
る
｡



(
12
)
(
13
)

前
掲

『
農
林
中
央
金
卑
見
』
第

一
巻
'

一
三
四
'

三

一

大
東
参
照
｡

(14
)

欠
席
し
た
県
は
静
岡

･
鳥
取

･
岡
山

･
和
歌
山
の
四
県
の
み

で
あ
っ
た

(
｢
産
業
組
合
主
任
官
会
議
概
況
｣
'
『
産
業
組
合
』

第

一
九
号
､
明
治
四
〇
年
五
月
'
二
六
頁
参
照
)
0

(
15
)

｢
農
商
務
省
諮
問
事
項
二
対
ス
ル
答
申
ノ
要
項
｣
(『
同
上
誌
』

第
二
〇
号
'
同
年
六
月
)'

一
〇
-

一
二
亘
参
照
｡

(
1
)

｢
協
議
事
項
の
綱
要
｣
(
『同
上
誌
』
､
同
号
)
か
ら
抜
き
書
き

し
て
み
る

(
一
五
貰
)
.

(
五
)
産
業
組
合
は
相
互
に
自
己
の
余
裕
金
を
預
入
し
又
は
他
組
合

よ
り
宋
金
の
借
入
を
な
し
以
て
金
融
の
調
和
を
図
り
得
る
事
に

致
し
度
き
事

(
京
都
府
連
出
)

左
の
通
修
正
可
決
す

††】
産
業
組
合
法
第

一
粂
第

一
号
の
目
的
を
有
す
る
産
業
組
合
は

各
種
産
業
組
合
に
対
し
自
己
の
余
裕
金
を
貸
付
す
る
事
を
得
る

事
に
法
の
改
正
を
望
む

(二
〇
)
産
業
組
合
の
連
合
設
立
に
関
す
る
法
例
を
設
-
る
の
必
要

な
き
ゃ

(
北
海
道
庁
提
出
)

左
の
通
可
決
す

†
†1

産
業
組
合
を
連
合
し
て

1
の
法
人
を
設
立
す
る
当
面
の
必
要

理
由
は

】
各
組
合
物
品
生
産
'
購
買
'
販
売
上
便
益
著
し
か
る
へ
き
こ

炎
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

と一
資

金
の
流
通
上
便
宜
な
る
こ
と

等
に
し
て
之
か
組
織
及
方
法
に
関
し
て
は
主
務
省
の
考
究
を
望

む
の
外
な
し

四
'
法
改
正
直
前
の
連
合
組
織
論

再
び
'
産
組
役
員
協
議
会
に
立
ち
戻
ろ
う
｡
第
三
回
の
そ
れ

(明
治
四

〇
年
四
月
)
に
は
中
央
会
捷
出
の
議
案
と
し
て

｢金
融
及
売
買
に
関
す
る

組
合
連
絡
機
関
組
織
の
順
序
方
法
如
何
｣
が
あ
り
､
数
県
の
参
加
者
か
ら

(-
)

体
験
や
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
｡

中
央
会
は
特
別
委
員
に
討
議
さ
せ
た
が
成

(2
)

案
が
得
ら
れ

ず

､

翌
四

一
年
四
月
の
第
四
回
協
議
会
で
は
講
師
有
働
良
夫

の

｢私
案
｣
が
発
表
さ
れ
た
｡
有
働
は
農
商
務
省
に
お
い
て
産
業
組
合
を

担
当
す
る
官
僚

で
あ
-
'
｢
産
業
組
合
連
絡
の
目
的
を
達
す
る
に
は
連
合

会
及
連
合
組
合
の
二
種
法
人
の
設
置
を
必
要
と
し
左
に
其
の
要
目
を
掲
げ

た
り
此
趣
旨
に
依
り
相
当
法
律
を
制
定
す
る
を
要
す
｣
と
い
う
案
は
'
単

な
る
個
人
的
主
張
に
と
ど
ま
ら
な
い
意
味
を
持

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
｡
そ
の
内
容
は
要
す
る
に
'
組
合
の
指
導

･
連
絡
を
専
ら
と
す
る

｢連
合
会
｣
と
'
単
位
組
合
を
構
成
員
と
し
て
信
用

･
販
売

･
溝
買
事
業

を
営
む

｢連
合
組
合
｣
と
の
二
種
類
の
法
人
に
機
能
を
分
化
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
｡
い
さ
さ
か
紛
ら
わ
し
く
な
る
が
'
現
に
存
在
す
る
中
央
会

･

府
県
支
会

･
郡
都
会
を
そ
れ
ぞ
れ

｢中
央
連
合
大
会
｣
･
｢連
合
会
｣
･
｢連

合
支
会
｣
に
改
組
す
る
｡
そ
し
て
事
業
を
営
む

｢連
合
組
合
｣
に
つ
い
て

六
三



《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

は

'

一

連
合
会
の
所
属
組
合
は
連
合
会

(及
中
央
連
合
大
会
)
の
承
認
を

経
て
同
種
組
合
或
は
各
種
組
合
に
て
左
の
目
的
を
有
す
る
社
団
法
人

た
る
連
合
組
合
を
設
立
す
る
こ
と
を
得
'

(
一
)

購
買
の
連
合
'

(
二
)

販
売
の
連
合
'

(≡
)

金
融
に
関
す
る
連
合

(
中
央
金
庫
事
業
)'

連
合
組
合
は
区
域
を
制
限
す
る
こ
と
な
し
と
堆
可
成
郡
又
は
府
県
の

区
域
に
依
る
べ
き
こ
と
'
連
合
組
合
を
組
合
員
と
す
る
組
合
な
る
が

故
に

(意
味
不
明
'
連
合
組
合
は
組
合
を
組
合
員
と
す
る
t
で
あ
ろ

う
か
-

引
用
者
)
'
其
の
設
立
'
組
合
員
の
権
限
'
管
理

l
切
の

法
律

事
項
は
大
要
現
行
産
業
組
合
法
に
準
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
'

二

連
合
組
合
は
更
に
大
連
合
組
合
を
設
立
す
る
を
得
る
こ
と
'

三

連
合
会
又
は
中
央
連
合
大
会
は
連
合
組
合
又
は
大
連
合
組
合
に
対

し
顧
問
の
地
位
に
あ
る
も
の
と
し
且
つ
必
要
に
応
し
事
業
上
の
督
励

を
為
す
を
得
れ
ど
も
連
合
組
合
の
事
業
に
関
し
直
按
の
責
任
を
有
せ

ざ
る
こ
と
'

(3
)

と
規
定
し
て
い

た

｡

こ
の

｢連
合
組
合
｣
は
'

一
年
後
に
法
制
化
さ
れ
る

連
合
会
､
後
世
の
わ
れ
わ
れ
が
知
る
連
合
会
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
｡
た

だ
し
'
す
ぐ
後
で
ふ
れ
る
産
組
改
正
法
が
規
定
す
る
そ
れ
と
比
較
し
て
'

第

一
に
生
産
連
合
会
が
な
い
こ
と
'
第
二
に
連
合
会
に
よ
る
連
合
会
(｢
大

六

四

連
合
組
合
｣)
を
認
め
て
い
る
'
な
ど
の
相
違
が
あ
る
｡
と
は
い
え
'
後

の
中
央
会
と
連
合
会

(有
働
に
よ
れ
ば

｢中
央
連
合
大
会
｣
と

｢連
合
組

合
｣
)
と
の
関
係
は
'

こ
の
第
三
項
と
符
合
す
る
L
t

こ
の

｢私
案
｣
が

産
組
法
改
正
と

一
定
の
関
連
を
持
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
｡
有
働

｢
私
案
｣
は
支
会
か
ら
の
質
疑
を
受
け
た
後
､
中
央
会
会
頭
平
田
東
助

(4
)

(
三
カ
月
後
内
務
大
臣
と

な

る

)

の
'
｢
-
-
中
央
会
も
出
来
支
会
も
二

十
二
も
最
早
出
来
上
-
-
-
之
を
法
律
上
認
め
ら
れ
た
団
体
に
す
る
の
は

十
分
適
当
な
時
期
か
と
思
は
れ
る
そ
れ
が
有
働
講
師
の
私
案
と
な
っ
て
本

会
に
顕
ほ
れ
た
と
御
承
知
が
願
ひ
た
い
諸
君
の
御
決
議

1
つ
で
中
央
会
は

議
会
に
向
っ
て
提
議
す
る
と
云
ふ
運
に
も
な
る
-
-
｣
と
い
う
発
言
に
よ

(5
)

っ
て
協
議
会
で
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

産
組
指
導
組
織
と
事
業
連
合
組
織
と
を
別
に
設
置
す
る
と
い
う
考
え
方

は
'
他
の
機
会
に
農
務
局
農
政
課
長

二
二
松
武
夫
が
述
べ
た
と
こ
ろ
に
も

う
か
が
え
る
｡
三
松
は

｢
産
業
組
合
連
合
会
の
こ
と
｣
に
ふ
れ
て
'
外
国

で
は
組
合
の
増
加
に
つ
れ
て
連
合
会

･
中
央
組
合

･
中
央
金
庫
な
ど
が
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
'
日
本
で
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
'
郡

レ
ベ

ル
の

†
†

｢連
合
的
の
団
体
｣
の
結
成
と
い
う
形
で
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
｡

京
都

･
岡
山
の
例
で
は
'
中
央
会
支
会
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
'

一
部
の

郡
で
信
用
組
合
や
購
買
組
合
の
連
合
会
が
作
ら
れ
て
い
る
｡
文
金
が

｢上

か
ら
や
っ
て
来
た
｣
の
に
対
し
'
連
合
会
は

｢自
然
に
発
達
し
て
来
た
即

ち
必
要
に
要
求
せ
ら
れ
｣
て
設
立
さ
れ
た
｡
両
者
の
機
能
は
現
実
に
は
似



た
面
も
見
ら
れ
る
が
'
｢
一
方
は
奨
励
の
側
で
あ
る
'

一
方
は
実
地
的
の

便
利
を
謀
る
と
い
ふ
区
別
が
あ
る
の
で
あ
る
'
で
あ
る
か
ら
私
共
は
是
は

両
立
し
得
ら
れ
る
も
の
だ
ら
う
と
思

ふ
｣｡
文
金
に
は
個
人
会
員
も
居
る

が
'
連
合
会
は
組
合
だ
け
で
組
織
す

る
｡
｢
法
律
で
も
巧
く
定
め
て
行
け

(6
)

ば
是
は
両
立
し
て
相
互
に
其
利
益
を
発
達
し
て
行
く
｣
で
あ
ろ

う

t

と
｡

(7
)

翌
四
二
年
に
は
農
務
局
調
査

｢産
業
組
合
連
合
機
関
｣
が
発
表
さ
れ
た

｡

四
一
年

一
二
月
現
在
で
'
｢総
て
任
意
に
相
当
規
約
を
設
け
永
続
し
て
其

の
目
的
の
遂
行
に
努
め
ん
と
す
る
も
の
｣
が
二
八

(
一
二
府
県
)
掲
げ
ら

れ
て
い
る
.
こ
の
中
に
は

｢単
な
る
1
時
的
の
協
議
会
の
類
｣
や
'
中
央

会
支
会

(
こ
の
時
二
六
)
は
含
ま
れ
な
い
.
区
域
で
は
府
県
二

(東
京

･

宮
城
)
'
郡
二
五
'
町

1
で
あ
り
'
名
称
は

｢
連
合
会
｣
二
1
を
筆
頭
に
'

｢
協
議
会
｣
三

｢
郡
部
会
｣
三

｢
産
業
組
合
会
｣
･
｢連
合
購
巽
申
合
｣
･

｢
理
事
会
｣
各

一
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
.
設
立
時
期
は
三
九
年
三
'
四

〇
年
七
'
四
1
年

一
〇
'
不
詳
八
と
な
る
O

業
務
は
'
｢相
互

の
連
絡
を
図
る
こ
と
業
務
執
行
上
便
宜
を
図
る
こ
と

経
営
上
の
協
議
講
究
設
立
を
促
し
発
達
を
図
る
こ
と
｣
(新
潟
県
北
魚
沼

郡
産
業
組
合
連
合
会
)
と
い
う
'
支
会

(郡
部
会
)
も
ど
き
の
も
の
が
あ

る
1
方
'
｢連
合
し
て
相
互
の
利
益
を
図
る
を
以
て
目
的
と
す
'
共
同
購

買

･
共
同
販
売
｣
(岡
山
県
都
窪
郡
産
業
組
合
連
合
会
)
と
'
事
業
連
合

会
の
性
格
を
明
確
に
し
た
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
｡

1
例
と
し
て
'
加
納
久
宜
が
主
導
し
た
東
京
府
産
業
組
合
連
合
会
の
設

《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

(
8

)

立
協
議

事

項

を

見
る
と
'

i);

一
'
本
会
は
東
京
府
下
に
於
け
る
産
業
組
合
の
指
導
及
地
方
事
業
の
柳

路
を
図
る
を
以

て
目
的
と
し
府
下
に
お
け
る
□
(欠
字
-

引
用
者
)

業
組
合
を
以
て
組
織
す

一
'
事
業
と
し
て

(
1
)
金
融
部
は
会
員
に
金
融
及
貯
蓄
の
倭
を
与
へ

(
二
)
購
買
部

は
会
員
中
の
購
買
組
合
に
対
し
購
買
の
便
を
与
へ

(
≡
)
販
売
部

は
会
員
中
の
販
売
組
合
に
対
し
販
売
の
便
を
与
ふ
る

事
一
'
産
業
組
合
中
央
銀
行
設
立
の
件
'
全
国
四
千
有
余
の
産
業
組
合
あ

る
も
組
合
中
央
銀
行
創
立
の
声
あ
る
を
開
か
ず
吾
人
は
該
銀
行
を
創

立
し
日
本
銀
行
勧
業
銀
行
等
と
気
脈
を
通
じ
有
無
相
融
通
せ
ん
事
を

期
す

す
な
わ
ち
'
後
の
信
用
購
買
販
売
組
合
連
合
会
に
当
た
る
組
織
で
あ
り
'

組
合
中
央
銀
行
の
設
立
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
o
も
っ
と
も
前
掲

調
査
で
は
'
｢設
立
日
浅
く
見
る
べ
き
成
績
な
し
現
に
肥
料
其
他
日
用
品

(9
)

の
共
同
購
入
を
斡
旋

し
っ
つ
あ

り

｣

と
記
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
｡

加
納
は
こ
の
後
'
｢産
業
組
合
の
連
合
事
業
｣
と
題
す
る
小
論
考
に
お

い
て
､
各
地
の
産
業
組
合
に
次
の
よ
う
な
行
動
を
呼
び
か
け
た
｡

一

産
業
組
合
は
各
郡
に
一
連
合
会
を
興
し

l
府
県
に
中
連
合
会
を
興
し

中
央
に
大
連
合
会
を
興
す
こ
と

r;
i

二

此
小
中
大
の
連
合
会
は
府
県
の
中
央
組
合
支
会
と
結
合
し
各
支
会
は

六
五



《
ノ
-
･L
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

中
央
会
と
結
合
す
る
こ
と

三

溝
買
物
晶
の
性
質
に
依
-
て
は
二
三
郡
の
連
合
会
又
は
最
寄
府
県
の

連
合
会
若
く
は
中
央
連
合
会
が

一
致
合
同
し
て
大
購
買
を
行
ひ
最
極
度

の
低
価
を
以
て
買
収
す
る
こ
と

四

購
買
力
の
強
大
に
至
ら
ば
或
る
物
品
の
製
造
元
又
は
会
社
を
し
て
連

合
会
に
対
す
る
唯

一
の
販
売
機
関
た
ら
し
む
る
も
亦
易
々
た
る
事
業
な

る
べ
き
こ
と

五

産
業
組
合
の
金
融
機
関
と
し
て
中
央
銀
行
を
設
立
し

一
般
銀
行
に
日

本
銀
行
あ
り
勧
業
銀
行
の
下
に
農
工
銀
行
あ
る
が
如
く
な
ら
し
む
る
は

事
の
順
序
と
し
て
当
然
な
る
べ
き
こ
と

六

此
機
関
は
組
合
に
取
り
て
長
安
至
急
と
せ
ば
組
合
は
先
づ
自
ら
其
の

組
織
を
完
成
し
以
て
之
が
時
機
を
製
造
す
べ
き
こ
と

r
Lい

｣

七

東
京
府
産
業
組
合
連
合
会
は
則
ち
此
方
針
を
以
て
設
立
し
た
る
者

也

こ
の
よ
う
に
'
事
業
連
合
会
の
面
か
ら
見
て
も
'
そ
の
法
制
化
要
求
に

は

一
定
の
現
実
的
基
礎
が
出
来

つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

注
(
-

)

｢
議
事
録
｣
(
『
産
業
組
合
』
第

一
八
号
'
明
治
四
〇
年
四
月
)

の
該
当
部
分

(
三
四
頁
)
を
籍
介
し
て
お
く
O

有
働
番
外
の
説
明
あ
り

(
不
詳
-

引
用
者
)

群
馬

購
買
組
合
に
就
き
て
は
各

組

合
共
同
し
て
'
同
時
に
注

文
を
発
す
る
こ
と
ゝ
な
り
居
れ
り
'
金
融
の
こ
と
に
就
て
も
亦

然
り

六
六

島
根

郡
部
会
に
て
統

l
L
t
県
の
文
金
に
て
統

1
を
計
り
更

に
進
ん
で
中
央
金
庫
を
作
る
と
云
ふ
こ
と
が
必
要
也

長
野

大
豆
粕
は
県
下
各
購
買
組
合
合
同
し
て
牛
荘
よ
り
直
接

輸
入
せ
ん
と
の
決
議
せ
L
も
資
金
欠
乏
の
為
め
に
成
立
せ
ず
'

中
央
銀
行
の
設
立
に
就
て
は
来
年
文
金
の
総
会
迄
調
査
を
な
す

為

に
玉
名
の
委
員
を
撰
ぴ
た
り

長
野

(
同

一
人
物
の
発
言
か
と
-
か
は
不
明
｡
こ
の
時
'
県
支

会
か
ら
二
名
'
郡
部
会
三
名
'
単
位
組
合
二
〇
名
が
参
加
し
て

い
る
-

引
用
老
荘
)

異
性
質
の
組
合
同
志
に
て
は
相

一
致

せ
ず
､
組

合
相
互
の
間
に
金
融
の
健
を
つ
け
る
こ
と
必
要
也

此
他

(
1
)
中
央
に
金
庫
を
設
-
る
こ
と

(
二
)
中
央
会
を
法

人
と
す
る
こ
と
を
得
る
や
否
や
の
質
問
等
あ
り

会
長

明
年
の
次
会
迄
に
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
に
致
し
ま
す

(
結
果
は
以
下
を
参
照
!

引
用
薯
)

(
2

)

｢
協
議
会
議
事
録
(
二
)
｣
(『
同
上
誌
』
第
三

1
号
'
同
四

1

年
五
月
)
'
八
八
頁
参
照
｡

(
3

)

｢
組
合
役
員
協
叢
事
項
に
対
す
る
私
案
｣

(『
同
上
誌
』
'

同

号
)

へ
六
六
-
七
五
｡

(
4

)

同
年
七
月
成
立
の
第
二
次
桂
内
閣

(
四
四
年
八
月
ま
で
)
に

入
閣
し
た
｡
ち
な
み
に
平
田
は
そ

の
後
'

子
爵

(
四
四
年
八

月
)
･
伯
爵

(
大
正

二

年
九
月
'
内
大
臣
に
就
任
時
)

に
な

っ
て
い
る
｡

(
5

)

(
2
)
と
同
資
料
､
九
〇
頁
O
二
の
(
4

)

で
細
介
し
た
発
言
の



後

に
こ
れ
が
続
く
O
な
お
､
こ
の
間
笹
に
つ
い
て
'
長
野
支
会

よ
り

｢
加
納
子
爵
の
御
指
導
に
依

っ
て
作

っ
た
私
案
｣
の
存
在

が
示
酸
さ
れ
て
い
る

(
九

一
頁
)
.
泰
節
注

(
-
)
で
示
し
た
'

前
回
発
言
と
関
係
あ
る
の
か
'
詳
柵
は
不
明
で
あ
る
｡

ち
な
み
に
加
納
久
宜
は
今
回
協
議
会
で
の
講
演

｢
入
新
井
村

信
用
組
合
実
験
談
｣
の
中
で
'
系
統
組
織
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い

る
｡
そ
れ
に
よ
れ
は
'
中
央
会
が
ま
ず
成
立
し
'
そ
れ
か
ら
地

方
に
支
会
を
設
立
し
て
い
-
と
い
-
'
上
か
ら
下

へ
普
及
さ
せ

る
方
法
は

｢
甚
だ
感
心
せ
ぬ
組
立
て

ゞ
あ
り
ま
す
が
是
も
創
業

の
時
代
で

一
時
己
む
を
得
ざ
る
｣
も

の
で
あ

っ
た
｡
自
然
な
の

は
'
下
か
ら
上

へ
'
す
な
わ
ち
個
人
1
組
合
1
郡
市
の
連
合
組

合
1
府
県
連
合
組
合
1
中
央
連
合
会
と
い
-
組
織
順
序
で
あ
る
｡

現
今
の
よ
-
に

｢
中
央
会
は
個
人
的
会
員
を
作
り
､
其
の
会
費

を
以
て
独
立
の
経
済
を
立
て
ん
と
し
､
文
金
の
軽
費
も
中
央
会

か
ら
仕
送
り
を
す
る
｣
と
い
-

の
は
'
｢
逆
施
倒
行
｣
の
状
態

で
あ
る
o
加
納
は
連
合
会
の
法
制
化
を
必
顔
の
こ
と
と
し
な
が

ら
'
｢
東
京
府
下
な
る
吾
々
組
合
は
未
だ
文
金
を
頭
に
戴
て
居

り
ま
せ
ね
が
頭
尾
不
釣
合
の
も
の
を
作
る
よ
り
は
寧
ろ
真
正
な

る
連
合
会
を
組
織
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す

1
体
法
律
が
連
合
会

†
†

を
見
諦
め
ず
と
も

(
支
会
を
認
め
ざ
る
如
く
)
府
下
の
組
合
に

し
て
苛
も
智
誠
を
交
換
し
業
務
を
研
究
し
相
互
の
気
脈
を
通
す

る
の
必
要
な
る
こ
と
を
見
認
め
は
連
合
会
の
成
立
は
決
し
て
む

つ
か
し
い
事
で
は
な
か
ら
-
｣
と
述
べ
た

(
五
三
～
四
頁
)
.

《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

(
6
)

署
名

は
三
松
生

(
法
学
士
)
で
あ
る
o
T
雑
感
｣

(
『
中
央
兵

事
報
』
耕

一
0

1
号
'
同
年
八
月
)
'
二
〇
～
三
貴
参
照
｡

(
7

)

『
産

業
組

合
』
第
四

1
号

(
同

四
二
年
三
月
)
'

1
九

～
二

二

頁

お

よ
び

『
中
央
農
事
報
』
第

二

〇
号

(
同
年

五
月

)I

四
七
-

五
三
頁
参
照
｡
調
査
の
凡
例
は

後
者
に
よ
る
｡

(
8

)

｢
東
京
府
下
産
業
組
合
役
員
協
議
会
｣
(『
中
央
兵
事
報
』
第

T

O
〇

号
.
同
四

1
年
七
月
)
'
三

1
頁
｡

(
9

)

(7
)
と
同
資
料

(
『
中
央
農
事
報
』
)
'
四
八
頁
｡

(
10

)

『
産

業
組
合
』
第
三
九
号

(
同
四
二
年

一
月
)
'
入
京
｡

五
'
産
業
組
合
法
の
改
正
と
連
合
会

･
中
央
会

中
央
会
と
連
合

会

の
法
認
を
主
内
容
と
す
る
'
産
業
組
合
法
中
改
正
案

が
政
府
よ
り
帝
国
議
会
に
上
程
さ
れ
た
の
は
明
治
四
二
年
三
月
で
あ

っ
た
｡

以
下
'
第
二
次
改

正
案
の
関
連
条
文
と
主
た
る
審
議
内
容
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
よ
う
｡
産

組
法
に
新
設
さ
れ
た
の
は
第
九
章

｢
産
業
組
合
連
合
会

及
産
業
組
合
中
央

会
｣
(第
七
六
～
九
二
条
)
で
あ

る
｡
ま
ず
連
合
会
を

見
よ
う
｡
単
位
組

合
に
お
け
る

組
合
員
と
組
合
と
の
関
係
が
'
ほ
ぼ
そ
の

(-
)

ま
ま
組
合
と
連
合

会
と
の
関
係
に
碧

口
す
る
の
で
あ
る

が

､

信
用
組
合
連

(2
)

合
金
に
つ
い
て
は

､
特
殊
頼
定
が
あ
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な

い

｡

第

一
に
は
'
信

用
組
合
連
合
会

(
以
下
､
信
連
と
い
う
よ
う
に
略
称
す

る
)
が
'
他
の
販

売
･購
買
･生
産

(大
正

1
0
年
以
後

｢
利
用
｣
と
改
称

さ
れ
た
)
組
合
連

合
会
と
は
'
異
な

っ
た
組

織
構
成
を
持

つ
こ
と
で
あ
る
｡

六
七



《
ノ
I
t

》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

た
と
え
ば
販
売
組
合
連
合
会
は
販
売
事
業
を
営
ま
な
い
組
合
を
加
入
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
O
購
買

･
生
産
組
合
連
合
会
も
同
様
に
'
同
じ
事
業

を
営
む
組
合

(兼
営
組
合
も
可
)
の
み
で
組
織
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
こ
れ

に
対
し
て
'
信
連
に
は
信
用
組
合
は
も
と
よ
り
､
販
売
･
購
買

･
生
産
組

合
の
い
ず
れ
も
が
加
入
で
き
る
の
で
あ
る
.
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
､

ど
ん
な
事
業
を
営
む
産
業
組
合
で
あ
れ
'
経
営
資
金
が
不
足
も
し
く
は
遊

休
す
る
尊
顔
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
ず
'
金
融
関
係
か
ら
免
れ
な
い
た
め

で
あ
る
｡

第
二
に
は
'
同
じ
く
組
織
原
則
の
問
題
と
し
て
'
販
売

･
購
買

･
生
産

組
合
連
合
会
が
信
連
に
加
入
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
｡
連
合
会

が
連
合
会
に
加
入
す
る
と
い
え
ば
'
後
年
の
全
国
連
合
会
が
想
起
さ
れ
る
｡

し
か
し
'
産
組
法
で
は
連
合
会
の
範
囲
を
原
則
的
に

｢道
府
県
以
内
｣
と

(3
'

定
め
'
次
の
改
正
で
1
層
厳
格
化
し
て
い
る
O

し
か
も
信
連
の
信
連
加
入

は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
｡
し
た
が
っ
て
可
能
な
形
と
い
う
の
は
'
府
県
信
連

1

販
購
生
連

(
府
県
も
し
く
は
そ
れ
以
下
の
規
模
)
1

版
購
生
組
合

と
い
う
変
則
的
な
重
層
組
織
形
態
で
あ
る
.
販
購
生

連
は
決し
て
そ
の
よ

う
な
重
層
組
織
を
と
り
え
な
い
｡

以
上
の
二
点
か
ら
'
信
連
が
他
種
連
合
会
に
対
し
て
独
自
の
位
置
を
占

め
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
｡
法
改
正
案
の
議
会
説
明
が

｢産
業
組

合
の
連
合
会
を
開
い
て
各
産
業
組
合
間
の
連
絡
を
克
く
図
っ
て
互
に
剰
れ

る
と
こ
ろ
は
他
に
融
通
L
t
足
ら
な
い
も
の
は
他
よ
り
助
を
請
ふ
若
く
は

六
八

(4)

彼
我
需
要
供
給
の
便
宜
を

図る
｣

と
か
'
｢借
用
組
合
ノ
連
合
会
ハ
単
純

ナ
ル
販
売
組
合
モ
入
レ
バ
購
買
組
合
モ
生
産
組
合
連
合
会
モ
信
用
組
合
ノ

連
合
会
ノ
一
ト
ナ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
ト
云
フ
趣
意
デ
'
信
用
組
合
ダ
ケ
ハ

(JLrp)

資
金
ノ
融
通
ノ
便
利
ヲ
図
ル
タ
メ
ニ
広
ク
シ
テ
ア

ル

｣

と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
'
信
連
を
創
設
し
て
各
種
組
合
の
事
業
資
金
の

相
互
融
通

･
外
部
調
達
ル
ー
ト
を
拓
く
こ
と
こ
そ
が
'
連
合
会
制
度
化
の

(6
)

主
要
目
的
で
な
か
っ
た
か

と

推
論
で
き
る
の
で
あ
る
｡

同
改
正
の
今

一
つ
の
重
要
点
は
産
業
組
合
中
央
会
を
'
｢
産
業
組
合
及

産
業
組
合
連
合
会
ノ
普
及
'
発
達
及
連
絡
ヲ
図
ル
目
的
｣
を
持
つ
社
団
法

人
と
し
て
規
定
し
た
こ
と
で
あ
る
｡
大
日
本
産
業
組
合
中
央
会
は
翌
明
治

四
三
年

一
月
を
も
っ
て
産
業
組
合
中
央
会
に
改
組
さ
れ
'
全
国
の
産
組

･

連
合
会
を
会
長
と
す
る
'
唯

1
の
中
央
据
噂
機
関
+
)し
て
公
認
さ
れ
る
｡

行
論
上
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
中
央
会
が
普
及
･
連
絡
活
動
と
の
関
連

で

｢勅
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
り
産
業
組
合
ノ
事
業
ノ
一
部
ヲ
行
フ
コ
ト
｣

が
で
き
た
と
い
う
点
で
あ
る

(第
八
二
条
)
｡
法
改
正
後
同
年
八
月

の
勅

令
二
一
三
号
は
'
中
央
会
が
会
員
た
る
産
組

･
連
合
会
に
対
し
て
購
買

･

(7
)

利
用

事
業
を
行
な
う
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る

(第
六
条
)
0

次
に
議
会
審
議
の
要
点
と
思
わ
れ
る
も
の
を
四
つ
紹
介
し
て
'
こ
の
段

階
で
の
政
府
の
産
組
系
統
化
方
針
と
い
っ
た
も
の
を
探
っ
て
み
る
o
第

1

は
中
央
会
の
役
割
に
つ
い
て
で
あ
る
｡
中
央
会
が
産
組

･
連
合
会
を
会
員

と
L
t
勅
令
に
よ
り
事
業
を
営
み
う
る
'
と
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
'
中
央



会
は
全
国
連
合
会
と
し
て
機
能
す
る
の
か
と
い
う
質
問
が
続
出
し
て
い
る
｡

政
府
の
見
解
は
'
中
央
会
は
産
組
発
達
の
指
導
奨
励
を
任
務
と
L
t
そ
の

限
り
で
例
え
ば
貯
金
箱

･
帳
簿
の
配
布
な
ど
も
行
な
う
の
で
あ
る
'
と
い

(8
)

う
も
の
で
あ
っ

た
｡

第
二
は
'
こ
れ
と
関
連
し
て
'
連
合
会
の
区
域
に
つ
い
て
は
'
｢
日
本

全
国

ニ
マ
デ
瓦
ッ
テ
信
用
組
合
ノ
連
合
会
ヲ
作
ル
ト
カ
販
売
組
合
ノ
連
合

会
ヲ
作
ル
ト
カ
云
フ
ノ
ハ
マ
ダ
早
シ
ト
云
フ
ノ
デ
-
-

一
府
県
以
内

二
範

(9
)

囲
ヲ
決
メ
｣

た
と
さ
れ
た
｡

第
三
は
'
連
合
会
形
成
に
よ

っ
て
'
従
来
不
十
分
で
あ
っ
た
農
工
銀
行

の
産
組
貸
付
が
改
善
さ
れ
る
か
t
と
い
う
問
題
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
て

大
蔵
省
側
は
'
簾
銀

･
拓
銀
の
法
改
正
で
連
合
会
貸
付
の
道
を
開
く
予
定

で
あ
-
'
そ
の
資
金
量
は
郵
便
貯
金
か
ら
の
運
用
に
よ
っ
て
増
大
す
る
と

(柑
)

答
え
て
い

る

.

第
四
は
､
連
合
会
の
実
際
の
設
立
予
想
で
あ
る
｡
こ
れ
に
は
'
既
に

一

〇
以
上
の
府
県
に
成
立
し
て
お
り
'
法
制
定
後
に
更
に
増
加
す
る
で
あ
ろ

｢〓
)

う
と
答
弁
さ
れ
て
い

る

｡

結
局
'
当
法
案
は
小
さ
な
字
句
の
修
正
の
み
で
可
決
さ
れ
､
明
治
四
二

午

(
1
九
〇
九
)
四
月
に
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
.

注
(
-

)

異
同
の
1
例
を
あ
げ
る
と
'
連
合
会
設
立
に
必
要
な
組
合
数

七

は
'
単
位
組
合
に
お
け
る
七
人
を
踏
典
し
た
｡
他
方
､
組
鞍

形
態
で
は
連
合
会
は
有
限
責
任

･
保
証
責
任
の
い
ず
れ
か
を
と

《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

り
'
単
位
組
合
と
違

っ
て
無
限
責
任
組
織
は
な
い
O

(
2

)

改
正
法
の
条
文
を
嫁
げ
る
｡

第

七

十
六
条

産
業
組
合

ハ
左
ノ
日
的
ヲ
以
テ
産
業
組
合
連
合
会

ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

1

所
属
組
合
二
必
要

ナ
ル
資
金
ヲ
貸
付
シ
及
貯
金
ノ
便
宜
ヲ
得

セ
シ
ム
ル
コ
ト

(
信
用
組
合
連
合
会
)

(
販
売

･
購
買
･
生
産
の
連
合
会
は
省
略
)

前
額
第

7
号
ノ
連
合
会

.I
在
り
テ
ハ
信
用
組
合
外
ノ
組
合
又

ハ

第
二
号
乃
至
第
四
号

ノ
産
業
組
合
連
合
会
ヲ
加
入
セ
シ
ム
ル
コ

ト
ヲ
得

(
3

)

改
正
法
第
七
九
条

の

l
部
を
引
用
す

る
と
'
｢
産
業
組
合
連

合

会
ノ
区
域
ハ
道
府
県
以
内
ノ
範
囲

二
於
テ
之
ヲ
定
メ
定
款
中

二
記
載
ス
ヘ
シ
但
シ
樽
別
ノ
事
由
ア
ル
ト
キ

ハ
主
タ
ル
事
務
所

所
在
地
ノ
地
方
長
官

ノ
認
可
ヲ
得
テ
此
ノ
区
域

二
依
ラ
サ
ル
コ

ト
ヲ
得
一
と
さ
れ
て

い
る
｡
こ
れ
が
大
正
六
年
の
第
三
次
改
正

法
で
は

｢
産
業
組
合
連
合
会
ノ
区
域

ハ
特
別
ノ
事
由
7
ル
場
合

ヲ
除
ク
ノ
外
道
府
県

ノ
区
域
内

二
於
テ
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ
｣
と
'

制
限
色
が

強
く
な
っ
て
い
る
｡

(
4

)

鼻
商
務
省
次
官
押
川
則
書
の
法
案
説
明

(
明
治
四
二
年
三
月

一
二
日
'
衆
議
院
)
'

『大
日
本
帝
国
議
会
誌
』
第
七
巻

(
三
省

堂
'
昭
和
三
年
)
､

]
1
二
〇
頁
｡

(
5

)

鼻
商
務
省
参
事
官

･
前
農

務
局
長
織
田

1
の
法
案
説
明

(
明

治

四
二
年
三
月
二
二
日
)
'
『
第
二
十
五
回
帝
国
議
会
衆
議
院

六
九



《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

産
業
組
合
法
中
改
正
法
律
案
委
員
会

意

轟

(
筆
記
速
記
)
』
第

1
回
'
二
真
｡

(
6

)

玉
城
昌
幸
氏
は
同
趣
旨
の
大
臣
説
明
に
つ
い
て
'
｢
こ
れ
は

信

用
組
合
連
合
会
の
趣
旨
説
明
で
あ
る
と
し
て
も
'

一
般
的
な

連
合
会
制
度
創
設
の
趣
旨
説
明
と
は
受
け
寂
り
に
く
い
｡
こ
の

よ
-
に
'
政
府
関
係
者
の
な
か
で
は
'
資
金
不
足
に
悩
む
信
用

組
合
に
た
い
す
る
資
金
供
給
の
み
ち
を
連
合
会
制
度
に
求
め
る

意
向
が
強
か
っ
た
の
で
あ

っ
て
'
借
用
事
業
以
外
の
事
業
に
つ

い
て
連
合
会
を
設
け
る
意
義
が
何
か
と
い
う
点
は
'
そ
れ
ほ
ど

換
射
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｣
と
推
測
さ
れ
て

い
る

(
玉
城

｢
前
絡
論
文
｣
'

1
二
-
1ニ
頁
)
Q

(
7

)

生
産
組
合
の
事
業
'
つ
ま
り

｢
組

合
員
J
生
産
シ
タ
ル
物

二

加

工
シ
又

ハ
組
合
員
ヲ
シ
テ
産
業

二
必
要
ナ
ル
物
ヲ
使
用
七
シ

ム
ル
コ
J･｣

(
産
組
浩
第

一
条
)
の
内
'
前
者
は
中
央
会
か
ら

除
か
れ
た
｡

(
8

)

『
衆
議
院
産
業
組
合
法
中
改
正
法
律
案
委
員
会
蕃
鋲

(
筆
記

速
記
)

』
(
以
下

『
衆

･
委
員
余
録
』
と
い
-
よ
-
に
略
称
す
る
)

第

1
回

(
月
日
は
省
略
)
'
四
頁
参
照

(
織
田

1
の
答
弁
)
o

(
9

)

『
貴

･
委
員
金
銀
』
第

一
号
.
四
頁

(
紙
田
答
弁
)
O

(

1
)

『
衆

･
委
員
会
鐘
』
第
二
回
'
八
-
九
京

(
大
蔵
省
理
財
局

長

･
勝
田
主
計
の
答
弁
)
参
照
｡
な

お
織
田

･
勝
田
と
も
四

l

年
に
中
央
会
の
参
事
な
ら
び
に
評
議
員
に
な
っ
て
い
る
｡

(
〓
)

(
8
)
と
同
資
料
'
玉
東

(
織
田
答
弁
)
参
照
.

七

〇

六
､
小

括

以
上
'
法
制
度
化
さ
れ
る
ま
で
の
連
合
会
論
議
を
見
て
き
た
が
'
最
後

に
'
玉
の
終

わ
り
で
あ
げ
た
四
点
に
即
し
て

一
応
の
ま
と
め
を
し
て
お
こ

lワ
o第

一
に
､
中
央
会

･
支
会
と
連
合
会
と
が
こ
の
段
階
で
は
混
同
さ
れ
や

す
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
普
及

･
指
導
の
体
制
作
り
も
事
業
面
で
の
連
絡

も
'
更
に
は
集
会
活
動
そ
の
も
の
も
'
す
べ
て

｢連
合
会
｣
で
表
現
さ
れ

る
傾
向
が
見
ら
れ
た
｡
｢
連
合
｣
お
よ
び

｢
会
｣
と
い
う
言
葉
の
多
義
性

も

一
因
で
あ
ろ
う
が
'
産
業
組
合
の
草
創
期
に
は
'
点
と
し
て
散
在
す
る

単
位
組
合
を
組
織
化
し
て
い
-
た
め
の
諸
活
動
が
融
合
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
｡

第
二
に
は
､
全
国
連
合
会
､
特
に
中
央
金
融
機
関
が
早
期
的
に
要
望
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
よ
う
｡
単
位
組
合

の
普
及
す
ら
不
十
分
な
段
階

で
は
'
明
ら
か
に
先
走
-
し
た
要
求
で
あ

っ
た
が
､
協
同
組
合
の

｢先
進

国
｣
(と
-
わ
け
ド
イ
ツ
)
に
学
ぶ
こ
と
の
多
か
っ
た
日
本

で
は
'
協
同

組
合
系
統
組
織

の
完
成
図
が
念
頭
に
浮
か
べ
ら
れ
や
す
か
っ
た
と
い
え
よ

へ-1
粥

う
｡
国
内
の
既
存
の
類
似
組
織
'
農
会

や

報
徳
社
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ

る
が
'
小
稿

で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
0

第
三
は
､
連
合
会
の
役
割
が
信
用

(資
金
流
通
)
面
で
特
に
期
待
さ
れ

て
い
た
こ
と

で
あ
る
｡
単
位
組
合
間
の
相
互
金
融
に
と
ど
ま
ら
ず
'
特
殊



(2
)

銀
行
の
パ
イ
プ
と
し
て
の
機
能
が
後
に
重
要
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
｡

第
四
は
'
連
合
会
の
法
制
化
が
'
自
生
的
な
連
合
組
織
の
1
定
の
発
展

を
待

っ
て
実
現
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
O
地
方
の
組
織

･
事
業
の
実
潜
の
解

明
は
'
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
｡

こ
の
後
'
連
合
会
を
め
ぐ
る
問
題
は
'
各
地
に
お
け
る
設
立

･
運
営
の

方
針
'
全
国
連
合
会
の
法
認
を
中
心
に
展
開
す
る
｡
大
正

一
〇
年
の
第
四

次
産
組
法
改
正

(連
合
会
に
よ
る
連
合
会
結
成
の
法
認
)
､
同
一
二
年

の

産
業
組
合
中
央
金
庫
法
の
制
定
､
全
国
購
買
組
合
連
合
会
の
設
立
ま
で
至

れ
ば
'
戦
後
農
協
の
段
階
制
問
題
と
の
関
連
も
深
ま
る
｡
そ
れ
は
別
稿
に

委
ね
る
し
か
な
い
｡
小
論
の
目
的
は
'
日
本
の
協
同
組
合
系
統
化
の
始
点

を
資
料
的
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
､

一
応
達
せ
ら
れ
た
と
考
え
る
の
で

あ
る
｡

注
(
-

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
松
本
登
久
男

｢貴
会
産
組
両
系
統
組

織
の
成
立
｣
(
復
刻

『
中
央
兵
事
報
』
第

1
0
巻
'
解
題
.
日

本
経
済
評
論
社
､

l
九
七
九
年
)
を
参
照
せ
よ
.

(
2
)

日
本
勧
業
銀
行
法
の
改
正
に
よ
っ
て
勧
銀
の
産
組
貸
し
付
け

が
始
ま
る
の
は
明
治
四
三
年
'
そ
れ
が
信
連
経
由
と
な
っ
て
貸

付
頻
が
増
大
す
る
の
は
大
正
六
年
か
ら
で
あ
る

(
日
本
勧
業
銀

行

『
日
本
勧
業
銀
行
史
』
'

1
九
五
三
年
'

二
七
1
'
三
五
〇

貞
参
照
)
.

《
ノ
ー
ト
》

初
期
の
産
業
組
合
系
統
化
方
針
に
つ
い
て

七
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